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‘‘赤城山産”のラベルをもつサンショウバラの標本について

大森威宏

群馬県立自然史博物館：〒370-2345群馬県富岡市上黒岩1674-1
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サンショウバラ(Rosa〃?伽〃(Regel)Nakai)は富士・

箱根周辺に固有な典型的なフォッサマグナ要素の低木であ

る(前川 1977；大橋ほか1989)．元群馬大学教育学部教

授･五味禮夫氏（故人）のコレクションの中から， 「サンセ

ウバラ赤城山牧野先生命名」のラベルが付けられた標

本が見いだされた． このコレクションは，五味氏が旧群馬

女子師範学校，さらに群馬大学教育学部に保管していた標

本の寄贈を受けたものである．今回見いだされたサンショ

ウバラの標本は， 1906年6月赤城山にて採集されたヤマブ

キソウの標本などとまとめられていたため， この頃採集さ

れたものと推定される．ただし，サンショウバラの標本に

は採集年月の記入はなく，採集者は不明である．

さらに「牧野先生命名」とラベルにあるが，明治末期に

牧野富太郎氏による赤城山の採集踏査の記録はなく （里見

哲夫氏の私信による),赤城山のサンショウバラについての

記録もない． さらに，国内の主要な文献ではサンショウバ

ラの分布域はいずれも富士箱根とそれに隣接する地域とさ

れ（金井1958；奥山1959；高橋1971;大井1983;

大橋ほか1989),群馬県植物誌や過去の県の調査報告書に

も赤城山からサンショウバラの報告はない（戸部ほか

1968；戸部ほか1987；須藤ほか1996).サンショウバラ

は目立つ花をつけ， とげのある果実にも特徴があるため，

赤城山に自生していれば，その後も採集され，文献記録が

あってもおかしくない． このため，富士・箱根地方のサン

ショウバラの標本が赤城山のヤマブキソウなどの標本に混

入したまま， まとめて「赤城山産」のラベルが作製された

ものである可能性が高いと考えられる．

一方では赤城山には，フォッサマグナ要素とされるヤマ

ナシウマノミツバ，フジアザミが分布し， また，赤城山の

西に位置する榛名山にもカナウツギが分布している（戸部

ほか1987)．しかし，これらの植物は八ヶ岳山麓や軽井沢

周辺など，富士・箱根地域から赤城・榛名までの間に複数

の分布域をもつ(高橋1971)． この点，ヤマナシウマノミ

ツバなどの分布パターンは富士・箱根地域に限定されるサ

ンショウバラとは異なる．

以上の点から，今回赤城山産のラベルがつけられたサン

ショウバラの標本が群馬県立自然史博物館・五味禮夫コレ

クションから見いだされたが， これは他地域の標本が赤城

山の標本に混入し，誤ってラベルがつけられた可能性が高

いと判断せざるを得ない．

証拠標本:GMNHBS-65153赤城山採集年・採集者
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Abstract

OnthespecimenofRosa肋･加α(Regel)NakaicollectedinMt.Akagi

OHMORI,Takehiro
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AspecimenofRosα〃γ鰯"waSfoundintheherbar-

iumcollectionofGomiAvao. R.〃γ雄雌isknownasa
軍

endemicspecies inFUji-HakOnedistrict, andhasnot

beenreported inMt.Akagi orsurroundingdistricts

Therefore, thelocalityofthespecimenisdOubtful.
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